
人日進市教育委員会委員に就任した愛知学院大学准教授 小林秀一さん（66）・梅森町
こばやし ひでかず

伝
説
の
野
球
人
で
あ
る
。
熊
本
県

の
高
校
時
代
は
地
方
大
会
の
決
勝
で

敗
れ
、
甲
子
園
出
場
は
か
な
わ
な
か
っ

た
が
、
進
学
し
た
愛
知
学
院
大
学
で

は
ア
ン
ダ
ー
ス
ロ
ー
の
本
格
派
投
手

と
し
て
愛
知
大
学
野
球
リ
ー
グ
通
算

21
勝
６
敗
、
防
御
率
０
・
９
３
の
驚

異
的
な
数
字
を
残
し
た
。

卒
業
後
、
社
会
人
野
球
の
熊
谷
組

に
進
む
と
、
在
籍
し
た
８
年
間
の
う

ち
７
年
続
け
て
都
市
対
抗
大
会
に
出

場
し
、
準
優
勝
２
回
の
主
戦
投
手
と

し
て
球
場
を
沸
か
せ
た
。

31
歳
の
と
き
、
乞
わ
れ
て
母
校
の

監
督
に
就
任
し
た
。
愛
知
リ
ー
グ
で

10
シ
ー
ズ
ン
優
勝
の
な
か
っ
た
チ
ー

ム
を
以
後
の
15
年
間
で
12
回
の
優
勝

に
導
い
た
。
監
督
９
年
目
に
明
治
神

宮
大
会
で
優
勝
し
、
大
学
野
球
の
頂

点
に
立
っ
た
。

伝
説
の
最
た
る
は
大
学
４
年
時
の

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
で
あ
る
。
巨
人

の
１
位
指
名
を
断
っ
た
。
巨
人
を
蹴
っ

た
唯
一
の
男
と
語
り
継
が
れ
る
。

夢
は
プ
ロ
野
球
で
は
な
か
っ
た
。

教
員
に
な
っ
て
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
の
指

導
者
に
な
り
た
か
っ
た
。
大
学
時
代

に
高
校
社
会
科
の
教
員
資
格
を
得
て

い
た
。
野
球
部
監
督
当
時
に
大
学
院

で
体
育
社
会
学
の
修
士
課
程
を
修
め

１
９
８
８
年
か
ら
教
壇
に
立
っ
た
。
病

で
監
督
を
退
任
す
る
ま
で
９
年
間
、

二
足
の
草
鞋
を
は
い
た
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
寄
せ
る
熱
情
と

数
多
の
経
験
、
識
見
が
今
回
の
任
命

と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
５
人
目
の
委
員

と
し
て
向
こ
う
４
年
間
、
教
育
行
政

に
お
け
る
重
要
事
項
の
決
定
や
基
本

方
針
策
定
の
務
め
を
果
た
す
。

中
で
も
「
小
・
中
学
校
の
部
活
動

を
め
ぐ
る
問
題
に
視
点
を
当
て
た
い
」

と
い
う
。「
教
員
の
大
き
な
負
担
で
成

り
立
っ
て
い
る
問
題
点
を
踏
ま
え
、

指
導
実
態
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
、

し
か
し
、
何
で
も
外
部
指
導
に
託
せ

ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
学
校

や
地
域
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
時
代

に
見
合
っ
た
部
活
動
の
在
り
方
に
知

恵
を
絞
り
た
い
」。

信
条
と
す
る
「
一
球
入
魂
」
で
ス

ポ
ー
ツ
教
育
に
取
り
組
む
気
構
え
だ
。

（
市
民
ス
タ
ッ
フ
　
三
鬼
一
朗
）

地域消防の要
　平成 30 年度の日進市消防団辞令交付式が４月１日に
開かれました。萩野幸三市長は「災害対応力を向上させ、
防災だけでなく減災へつながる取り組みにも力を入れて
ください」と述べました。平成30年度の団長・副団長・分団長
は次の皆さん（敬称略）。

（団長）水嶋義弘（副団長）福安勝幸（副団長）加藤宏（赤池）
山田義民（浅田）田中正博（梅森）新海洋人（野方）森川雄基（蟹
甲）佐々木恭（折戸）福岡誠史（藤枝）山本健一（米野木）
加藤拓也（三本木）杉浦剛（藤島）水野基久（本郷）塚本孝典（岩
崎）志水崇法（岩藤）小野拓麻（北新）小玉成臣

⬆写真は平成30年4月1日に撮影

防犯かわら版

い
つ
ま
で
も
児
童
の
強
い
味
方

愛知警察署からのお知らせ　☎0561-39-0110

活動の基本は「健康と親睦」と話すメンバーたち＝米野木町の米野木土岡ちびっこ広場で

「
信
号
を
守
っ
て
ね
。
横
断
歩
道

で
は
車
に
気
を
つ
け
て
、
左
右
を

見
て
渡
ろ
う
ね
」。
入
学
式
か
ら
、

は
や
ひ
と
月
が
経
過
。
町
の
あ
ち

こ
ち
で
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
新
1
年
生
の
姿
が
眩
し
く

映
る
。
生
活
環
境
が
変
わ
っ
て
戸

惑
う
児
童
や
保
護
者
に
と
っ
て
、

頼
も
し
い
存
在
が
こ
の
人
た
ち
だ
。

米
野
木
区
日
の
出
ケ
丘
防
犯
ク

ラ
ブ
。
平
均
年
齢
70
代
の
元
気
な

10
人
が
、
日
の
出
ケ
丘
・
豊
島
台

の
団
地
か
ら
梨
の
木
小
学
校
に
通

う
児
童
た
ち
を
、
５
年
ほ
ど
前
か

ら
見
守
っ
て
い
る
。
き
っ
か
け
は
約

４
年
前
に
亡
く
な
っ
た
鈴
木 

　
定

さ
ん
の
「
1
年
生
の
迎
え
を
や
っ

て
み
な
い
か
」
と
い
う
一
言
。「
孫

の
よ
う
に
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち

の
た
め
な
ら
手
を
差
し
伸
べ
て
や

り
た
い
」
と
始
め
た
。

昨
年
度
の
学
区
再
編
に
よ
っ
て
、

団
地
が
あ
る
地
域
は
東
学
区
か
ら

梨
の
木
学
区
に
編
入
し
た
。
活
動

は
週
１
回
。
メ
ン
バ
ー
は
1
年
生
の

下
校
時
間
に
合
わ
せ
て
、
学
校
ま

で
迎
え
に
行
き
、
児
童
一
人
一
人
に

交
通
ル
ー
ル
を
教
え
な
が
ら
一
緒

に
帰
る
。「
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

は
遠
い
距
離
。
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
て
も
い
け
な
い
し
、
不
審
者
に
狙

わ
れ
て
も
い
け
な
い
か
ら
」
と
、
代

表
の
伊
藤
雅
彦
さ
ん
（
74
）
は
語
る
。

日
の
出
ケ
丘
団
地
は
、
藤
枝
町
の

愛
知
ヤ
ク
ル
ト
工
場
の
南
東
に
位

置
す
る
閑
静
な
住
宅
地
だ
。
昭
和

40
年
代
か
ら
入
居
が
始
ま
り
76
世

帯
が
暮
ら
す
。
古
く
か
ら
の
近
所

付
き
合
い
が
息
づ
き
、
誰
と
で
も
気

さ
く
に
声
を
掛
け
合
う
。
地
道
な

活
動
の
甲
斐
あ
っ
て
、
メ
ン
バ
ー
は

「
子
ど
も
た
ち
は
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず

に
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
る
」「
大
き

な
事
故
や
け
が
も
な
く
、
そ
れ
が
一

番
あ
り
が
た
い
」
と
笑
顔
で
話
す
。

住
民
の
高
齢
化
が
進
ん
で
も
、

団
地
内
は
明
る
い
。「
家
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
」
と
、
メ

ン
バ
ー
の
高
津
富
子
さ
ん
（
77
）
は
、

自
宅
で
地
域
の
サ
ロ
ン
「
ほ
っ
と

カ
フ
ェ
」
を
開
き
、
人
気
を
集
め

て
い
る
。

発
起
人
の
鈴
木
さ
ん
の
優
し
い

思
い
を
伊
藤
さ
ん
ら
は
受
け
継
ぎ
、

活
動
に
励
ん
で
い
る
。「
日
常
の
付

き
合
い
全
て
が
安
全
に
つ
な
が
る
。

守
る
べ
き
子
ど
も
が
一
人
で
も
い

る
限
り
が
ん
ば
り
た
い
」（
広
）

＝
終
わ
り

２
年
間
連
載
し
た
「
防
犯
最

前
線
」
は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。

ご
愛
顧
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

米
野
木
区
日
の
出
ケ
丘

防
犯
ク
ラ
ブ

第
24
話

　この度、平成 26 年度から建て替え整備を進めていた「愛知警察署新庁舎」
が完成し、４月 23 日から新庁舎で業務を開始しました。
　新庁舎は、来庁者の多い受付業務を１階部分に集約させたほか、警察へ
相談される方が安心して警察署へ来ていただけるように相談室を増設する
など、利便性の向上を図っています。
　署員一同、「安心して暮らせる安全な管内」の確立を目指して、引き続き
努力してまいりますので、ご協力をお願いします。

2018年5�月号 11

色校その2色校その1


